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あ
け
ま
し
て
ーお
め
で
乏
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き
ざ
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ま
す
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『
信原木

， 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
政
に
対
し
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。さ
て
、
議
会
に
取
り
ま
し
で
も
最
重
要
課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
遠
賀
郡
四
町

の
合
併
は
、
昨
年
9
月
5
日
の
住
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
断
念
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
岡
垣
町
単
独
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
方
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
地
方
分
権
の
方
向
は
三
位
一

体
の
改
革
に
具
現
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
方
に
と
っ
て
十
分
な
財
源

移
譲
が
保
障
さ
れ
な
い
ま
ま
各
種
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
最
も
必
要
と
す
る
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

方
向
と
し
て
交
付
税
頼
み
か
ら
脱
却
し
、
財
政
再
建
の
必
要
性
を
示
さ
れ
、
経

営
す
る
感
覚
を
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
自
立
可
能
な
自
治
体
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
執
行

部
は
構
造
改
革
に
取
り
組
み
、
行
財
政
と
各
種
事
業
の
見
直
し
を
は
か
っ
て
い

ま
す
。町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
と
負
担
に
つ
い
て
は
十
分
な
理
解
を
求
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

議
会
も
改
革
と
活
性
化
を
よ
り
一
層
は
か
り
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待

に
こ
た
え
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
今
年
一
年
が
よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
春
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

a 



意

任

同

適

岡垣町教育委日会委員の任命(内浦741・吉田民宰氏)

岡垣町教育委員会委員の任命(鍋田2丁目8-8・
吉田清人氏)

人権擁護委只の推薦につき意見を求める(吉木

1754・麻生洋海氏)

人権擁護委員の推薦につき意見を求める(高倉

1340・菟田秀幸氏)

政
治
姿
勢
、
政
策
課
題
、
財
政

問
題
に
つ
い
て

固

再
出
馬
に
あ
た
っ
て
、
ま

ず
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
尋
ね
ま

す。
園

常
に
住
民
の
視
線
に
立
ち
、

公
平
・
公
正
・
透
明
性
の
あ
る

町
政
に
取
り
組
む
こ
と
を
心
が

け
、
出
前
講
座
な
ど
対
話
行
政
、

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

f壬

決

適

買I
岡垣町営住宅設置及び管理に関する条例等の一

部を改正する条例

岡垣町中学校給食セ

こ
の
基
本
姿
勢
は
今
後
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。

国

政
府
・
与
党
の
「
三
位
一

体
改
革
」
は
、
福
祉
・
教
育
な

ど
に
対
す
る
国
の
責
任
を
後
退

さ
せ
、
自
治
体
の
財
政
運
営
を

弘平山

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組

織する地方公共団体数の増減及び福岡県市町村

消防団員等公務災害補償組合規約の変更

決

福岡県市町村消紡団員等公務災害補償組合を組

織する地方公共団体数の減少
決

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組

織する地方公共団体数の増減及び福岡県市町村

消防団員等公務災害補償組合規約の変更

決可

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組

織する地方公共団体数の減少
決可

国

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

ど
う
行
財
政
を
継
続
す
る
か
が

最
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
構

造
改
革
が
緊
急
で
す
。

経
営
感
覚
で
改
革
・
改
善
に

努
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

百了

iiJ 

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組

織する地方公共団体数の増減
決

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組

織する地方公共団体数の増減及び福岡県市町村

消防団員等公務災害補償組合規の変更
決

可

厳
し
い
財
政
状
況

ど
う
取
り
組
む
の
か

ヨ
経
営
感
覚
で
改
革
改
善
に

E
努
め
る

一
段
と
厳
し
く
す
る
も
の
で
す
。

住
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
・
教

育
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
が
問

わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

政
策
課
題
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。

固

し
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力
は

し
ま
す
が
、
皆
様
に
も
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
え
ま

す。固
行
財
政
の
無
駄
を
省
き
、

買I

不
要
・
不
急
の
事
業
を
見
な
お

し
て
、
住
民
福
祉
を
低
下
さ
せ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
財
政

問
題
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

国

事
務
事
業
の
見
な
お
し
に

よ
る
歳
出
削
減
は
勿
論
だ
が
、

自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
自
然

環
境
と
の
共
生
を
尊
重
し
、

J

R
海
老
津
駅
南
開
発
事
業
や
糠

塚
・
黒
山
地
区
へ
の
イ
オ
ン
庖

舗
の
誘
致
を
考
え
て
い
ま
す
。

決

決

回

そ
れ
は
反
面
、
環
境
・
交

通
・
青
少
年
健
全
育
成
・
農
業

振
興
・
地
元
商
業

の
問
題
も
か
か
え

て
い
ま
す
。

町
政
の
主
役
は

住
民
で
す
。
企
画

の
段
階
か
ら
住
民

の
意
見
を
取
り
い

れ
る
住
民
参
画
や

協
働
を
条
例
化
し

て
い
く
べ
き
と
思

い
ま
す
が
。

国

十
分
に
研
究

し
て
い
く
べ
き
と

思
っ
て
い
ま
す
。

可

可

数の増減

福岡県自治会館管理組合を組織する町村数の増

減及び福岡県自治会館管理組合規約の変更

福岡県介護保険広域連合を組織する市町村数の

増減及び福岡県介護保険広域連合規約の変更

正予算

平成16年度岡垣町一般会計補正予算(第4号)

平成16年度

fき

lt 
口

哲子

告

報

報

報，

報

専決処分報告について
福岡県介護保険広域連合規約の一部改正

専決処分報告について

福岡県介護保険広域連合規約の一部改正

専決処分報告について

福岡県介護保険広域連合規約の一部改正

専決処分報告について

福岡県介護保険広域連合規約の一部改正地方自治体の財政運営は一段と厳しくなる
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国

憲
法
改
正
議
論
と
並
行
し
、

教
育
基
本
法
改
正
の
動
き
が
強

ま
っ
て
い
ま
す
。

去
年
3
月
提
出
の
中
教
審
答

申
に
基
づ
き
政
府
は
改
正
を
準

備
し
て
い
ま
す
。
「
わ
れ
わ
れ

は
日
本
国
憲
法
を
確
定
し
」
か

ら
始
ま
る
教
育
基
本
法
は
憲
法

と
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
基
本

法
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
憲
法

固

合
併

L
な
い
岡
垣
町
は
逼

迫
す
る
財
政
面
の
見
直
し
が
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
交
際
費
を
改

革
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

園

予
算
に
基
づ
き
出
し
て
い

ま
す
。
県
下
で
高
い
と
言
わ
れ

る
が
、
交
際
費
だ
け
で
は
言
え

ま
せ
ん
。

国

一
市
四
町
の
決
算
額
は
岡

垣
町
が
突
出
し
て
い
ま
す
。
し

か
も
支
出
基
準
に
職
員
へ
の
基 秀昭

と
あ
わ
せ
て
変
え
る
動
き
も
あ

り
ま
す
。

基
本
法
を
変
え
る
理
由
を
教

育
が
深
い
と
こ
ろ
で
病
ん
で
い

る
の
は
基
本
法
の
せ
い
だ
と
し

久保田

固

評
価
は
削
除
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
基
本
法
の
立
法
趣
旨
と
法

の
理
念
と
目
的
及
び
現
在
の
子

ど
も
た
ち
の
い
じ
め
や
不
良
同
夜
・

ひ
き
こ
も
り
、
学
級
崩
壊
、
学

政大は Eヨ望
府戦日 一ー ん
のの本教で
行反国育い
為省憲基る
にに法本の
よたが法で
るち第のす
戦、二立か
争二次法。
を度世趣
おと界旨

教
育
基
本
法
の
立
法
趣
旨
と
は

園

て
い
ま
す
。
鳥
居
中
教
審
会
長

は
「
基
本
法
が
悪
い
か
ら
教
育

の
問
題
が
起
き
る
の
で
は
な
い
。
」

と
答
え
て
お
り
、
中
間
報
告
に

あ
っ
た
現
行
法
は
不
十
分
と
の

陽子

準
は
な
い
の
で
は
。

園

私
が
特
に
認
め
る
経
費
で

す。
固

職
員
と
の
会
(
課
長
会
歓

送
迎
会
六
万
円
、
総
務
グ
ル
ー

プ
二
回
に
各
二
万
円
)
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国

総
務
グ
ル
ー
プ
の
時
間
外

の
自
主
的
な
研
修
に
つ
い
て
出

し
て
い
ま
す
。

国

交
際
費
と
は
外
部
に
対
し

て
出
さ
れ
る
も
の
、
総
務
グ
ル
ー

プ
だ
け
と
は
、
客
観
的
に
見
て

も
公
平
性
を
欠
き
ま
す
。

ま
た
一
市
三
町
は
身
内
に
は

出
し
て
い
ま
せ
ん
。
中
間
市
の

西田

個
人
の
尊
厳
と
真
理
と
平
和
を

希
求
す
る
人
聞
の
育
成

力
問
題
、
凶
悪
な
少
年
犯
罪
の

続
発
、
性
の
商
品
化
等
に
つ
い

て
胸
を
痛
め
、
解
決
を
求
め
て

い
ま
す
。
基
本
法
の
理
念
・
目

的
は
こ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
を

こ
す
こ
と
は
な
い
こ
と
を
誓
い
、

主
権
を
国
民
と
す
る
旨
を
確
定

し
ま
し
た
。
民
主
的
で
文
化
的

な
国
家
の
建
設
や
世
界
の
平
和

と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
た

め
に
は
教
育
の
力
を
そ
の
根
本

に
お
き
、
新
し
い
教
育
の
確
立

を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
と

考
え
ま
す
。

理
念
は
、
個
人
の
尊
厳
と
真

理
と
平
和
を
希
求
す
る
人
間
の

を
育
成
、
個
性
豊
か
な

糊
文
化
の
創
造
を
め
ざ

打

す

教
育
の
普
及
で
あ

い
仰
る
と
理
解
し
て
い
ま

唾
旭

-

3

創

す
4

伽

子

ど
も
た
ち
の
状

守
況
に
つ
い
て
は
、

4

・
有

M悼
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

捕
に
目
を
向
け
た
教
育

献
の
あ
り
方
が
不
足
し

駒
て
い
た
と
考
え
て
い

人

ま

す
。

財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
交
際
費
の
支
出

基
準
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

園
固

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

幹
部
は
十
年
前
の
話
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

圏

中
間
市
の
こ
と
は
申
し
上

げ
に
く
い
。
岡
垣
町
は
岡
垣
町

で
執
行
し
て
い
ま
す
。

国

交
際
費
は
町
民
の
血
税
。

介
護
保
険
料
、
国
保
料
の
値
上

げ
も
予
測
さ
れ
る
な
か
、
町
民

の
目
線
に
立
つ
と
町
長
は
言
わ

れ
る
が
、
町
民
は
納
得
し
て
い

ま
せ
ん
。
香
典
に
つ
い
て
も
職

員
の
分
は
廃
止
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

園

現
時
点
で
は
改
正
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

固

横
浜
市
は
、
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
で
の
情
報
公
聞
を
し
た
と
こ

ろ
住
民
か
ら
人
の
肩
書
き
に
よ

り
金
額
が
違
う
、
金
額
の
多
寡

で
弔
意
は
表
せ
な
い
と
言
う
意

見
が
出
て
廃
止
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
ま
た
職
員
の
福
利

厚
生
費
と
し
て
千
四
百
万
円
の

補
助
金
が
町
よ
り
出
さ
れ
て
い

る
お
り
、
そ
こ
か
ら
も
慶
弔
金

が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
住
民
感
覚
か
ら
見
れ
ば
二
重

払
い
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

園

福
利
厚
生
費
に
つ
い
て
は

適
正
に
支
出
し
て
い
ま
す
。

固

健
全
な
支
出
が
さ
れ
て
い

る
か
と
言
う
こ
と
。

地
方
自
治

法
十
条
と

一
三
八
条
の
-
一
に
違

い討 国 見反。
ま課 ー 直し 去
す題行すて品
。の財べい 己
一 政きま X
つ改だす?
と革と ぞ
しの思支 d

た中い出
いでま基
とのす準
思検。を

早急な行財政改革が求められている



平
成
時
年
ロ
月
初
日

執
行
の
議
員
補
欠
選
挙

で
、
太
田
強
氏
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

幻
日
に
当
選
証
書
の
授

与
式
が
行
わ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
四
年
日
月
以
降

口
人
で
あ
っ
た
議
員
数

が
、
定
数
の
国
人
と
な

れ
/
土
AF--v

れ~。

太
田
議
員
は
、
平
成

口
年

1
月
四
日
開
催
の

第
a

回
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
席
番
号

5
番

及
び
総
務
常
任
委
員
会

委
員
、
合
併
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
委
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
D

教育基本法の早期改正を求める意見書が
提出され「賛成多数で可決」されました

竹井和明

山田隆一

三角善彦

矢島恵子

市津広海

町議会議員
。
ク

。

提出者

賛成者

教育基本法の早期改正を求める意見書

我が国の教育は、民主的で文化的な国家の建設を目指して昭和22年に制定
された教育基本法を基礎として、半世紀にわたり行われてきました。

しかしながら、戦後50年を経た現在、社会情報は大きく変化し、子どもの
問題行動や社会性の希薄化、さらには家庭や地域社会における教育力の低下

など教育の在り方そのものが問われるなど、現行の教育基本法の限界が指摘

されてきました。

こうした中、昨年3月、中央教育審議会は、文部科学大臣に対して「新し

い時代にふさわしい教育基本法と教育振興基本計画の在り方について」を答

申し、教育基本法の改正を提唱しています。

我が国の次代を担う子供たちが、将来に夢や希望を抱き、生きる力を持っ

てたくましく育っていくには、今こそ、次代の教育の基本法を明示するとと

もに、それを確実に実現していくことが重要です。

よって、本町議会は、政府に対して、早急に改正案を国会に上程し、徹底

議論を行い、教育基本法の早期改正を行うよう強く要請します。

平成16年12月8日

小泉純一郎殿

中山成彬殿

内閣総理大臣

文部科学大臣

岡垣町議会

議長木原
ノ

/ 

信次

¥ 



合
併
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

合
併
、
議
会
で
否
決
、

大
き
な
柱

行
革
を

〈奈
良
県
明
日
香
村
〉

ト-岡田・・

日
月
日
日
か
ら
ロ
日

ま
で
滋
賀
県
八
日
市
市
、

奈
良
県
明
日
香
村
、
兵

庫
県
佐
用
町
を
視
察
研

修
を
し
ま
し
た
。

八
日
市
市
は
平
成

H

年
4
月
に
一
市
三
町
合

併
協
議
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
日
野
町
の
町
長
選
挙

で
反
対
派
の
町
長
が
当

選
し
、
離
脱
し
た
た
め
、

日
年
2
月
に
、
こ
の
協

議
会
は
解
散
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
二
市
五

町
で
取
り
組
む
も
解
散
。

こ
う
し
た
動
き
に
よ
り
、

一
市
田
町
(
八
日
市
市
、
永
源

寺
町
、
五
個
荘
町
、
他
郡
の
愛

東
町
、
湖
東
町
)
が

7
月
に
合

併
協
議
会
を
設
立
し
、
げ
年
の

2
月
日
日
を
目
指
し
進
ん
で
い

ま
す
。
住
民
投
票
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。

次
に
明
日
香
村
は
人
口
六
千

八
百
人
で
、
職
員
一
二
ハ
人
、

議
員
十
二
人
の
小
さ
な
村
で
す
。

合
併
に
つ
い
て
は
任
意
協
議
会

を
設
立
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
不
支
持
が
多
数
で
し
た
。
ま

た
住
民
投
票
の
直
接
請
求
が
あ

ポι 

E品E喜屋主主圃圃圃圃圃園田ZF溜跨靖国・・・雪55賀会単12
再脱ろ会用。が しのすで革独らし
度しがを町し 16 奈良県明日香村視察 ・問。取がのはた
住た住設、か年 新に平り大道ずが
民南民置上し 1立町 と三そ助は分度団セ特縮職みな規・成組きをれ議
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雪町雪2宮山悲喜Eた竺華奈ヰ二室習;TE皇境問去問 2空Eた芸
し三どし二 4 散て会は。と補へ事 17度金ツ 3 廃手守役採十らとしと。決

土日 5セ写E主2喜空 2世襲語222??空語←一世主主主主2 与
こ
ろ
賛
成
多
数
と
な
り
、
日
月

に
同
じ
四
町
の
合
併
協
議
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
年
目
月

の
合
併
を
目
指
し
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

~: 

南
光
町
は
助
役
、
収
入
役
は

い
ま
せ
ん
。
ま
た
教
育
長
は
四

町
で
1
人
、
各
町
議
会
を
廻
り

な
が
ら
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
長
勢
屋
康
一

す中
る心
調市
査街
特地
別活
警性
貝化
去に
関

活情
性報
化ブ
対弓

策ザ
か人

坐の
宮駅
とl
周
さ
制辺

守
期

戦
前
戦
後
の
商
い
の
中
心
的

存
在
で
あ
っ
た
岡
垣
町
の
玄
関

口
J
R
海
老
津
駅
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
す
た
め
、
今
の
時
代
に

合
っ
た
活
性
化
事
業
の
展
開
と

と
も
に
回
遊
性
の
あ
る
街
づ
く

り
を
求
め
特
別
委
員
会
は
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

策
定
さ
れ
た
「
岡
垣
町
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に

お
け
る
市
街
地
の
整
備
・
改
善

の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
中
心

市
街
地
活
性
化
の
拠
点
施
設
に

位
置
付
け
ら
れ
る
と
同
じ
に
駅

の
賑
わ
い
の
要
と
し
て
、
住
民

の
活
用
を
期
待
す
る
「
情
報
プ

ラ
ザ
人
の
駅
」
が

J
R
海
老
津

駅
前
に
昨
年
5
月
1
日
オ
l
プ

ン
し
ま
し
た
。
情
報
プ
ラ
ザ
は

東
部
出
張
所
の
移
転
設
置
と
と

も
に
、
最
新
の
情
報
機
器
を
備

え
て
い
ま
す
。

利
用
状
況
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
昨
年
5
月
か
ら
日
月
ま
で

の
来
館
者
が
二
六
、
六
八
二
名

で、

1
日
平
均
百
六
十
九
名
が

利
用
さ
れ
、
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
や

O
A
研
修
等
の
実
施
に
よ
り
徐
々

に
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

調
査
特
別
委
員
会
で
は
情
報

プ
ラ
ザ
の
有
効
活
用
や
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
と
と
も
に
中
心

市
街
地
を
ど
の
よ
う
に
し
て
活

性
化
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
、
商

工
会
の
理
事
、
三
役
及
び
花
咲

き
商
庖
街
組
合
の
幹
部
と
の
懇



必包h
zs; 貝委日目
談
会
を
開
催
し
、
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

将
来
の
中
心
市
街
地
に
お
け

る
商
業
活
動
の
調
整
役
、
活
性

化
の
推
進
母
体
と
し
て
の

T
M

O
機
関
設
立
を
町
内
商
工
会
が

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行

事
業
、
駅
前
通
り
の
街
路
灯
設

置
事
業
等
が
行
わ
れ
た
が
、

T

M
O
と
し
て
の
本
格
的
活
動
や

情
報
プ
ラ
ザ
の
駐
車
場
広
場
等

を
活
用
し
て
の
定
期
的
な
朝
市

等
の
開
催
に
よ
り
賑
わ
い
を
期

待
し
て
い
る
の
で
実
現
に
向
け

て
の
努
力
を
望
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

駅
前
周
辺
を
含
ん
だ
中
心
市

街
地
活
性
化
区
域
の
整
備
を
、

よ
り
具
体
化
す
る
た
め
に
は
さ

ら
に
ど
の
よ
う
な
計
画
を
た
て

る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
す
す
め
る
べ
き
か
を
念
頭
と

し
た
「
海
老
津
駅
前
周
辺
地
域

の
町
づ
く
り
に
関
す
る
」
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
建
設
課

と
接
し
な
が
ら
区
画
整
理
事
業

ゃ
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
等

の
活
性
化
に
向

け
て
建
一
一
一
塁
打
っ

て
い
き
ま
す
。

委
員
長石
井
要
祐

'-..-9 

石川県松任市視察

中
西
部
地
域
観
光
開
発
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

町
内
の
農
作
物
を
学
校
給
食
に

現
在
、
世
界
中
で
食
物
の
安

全
性
と
健
康
問
題
が
、
重
大
な

解
決
課
題
と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
囲

内
で
も
農
業
者
が
深
刻
な
状
況

に
追
い
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
諸
問
題
を
課
題
に
、

岡
垣
町
の
農
業
の
活
性
化
と
町

お
こ
し
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
同
年
7
月
7
日
か
ら
8
日
の

2
日
間
、
広
島
県
大
崎
上
島
と

島
根
県
木
次
町
を
視
察
研
修
し

ま
し
た
。

広
島
県
の
農
業
組
合
法
人

「
神
峯
園
」
は
、
瀬
戸
内
海
の

大
崎
上
島
に
あ
り
、
温
暖
な
気

候
の
中
で
プ
ル
ベ
リ
l
栽
培

を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
は
み
か

ん
栽
培
で
す
。

梅
本
正
樹
氏
を
中
心
に
小
グ

ル
ー
プ
か
ら
ブ
ル

1
ベ
リ
l
栽

培
を
は
じ
め
、
今
日
で
は
全
国

的
に
大
き
な
評
価
を
さ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
で
栽

〈島
根
県
木
次
町
〉

培
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
プ
ル
l
ベ
リ
I
の
苗

木
の
栽
培
、
育
成
、
収
穫
、
出

荷
な
ど
で
心
身
障
害
者
の
共
同

作
業
所
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
生
き
が
い
を
も
生

み
だ
す
複
合
施
設
を
視
察
で
き

て
大
変
有
意
義
で
し
た
。
本
町

で
も
果
樹
農
家
の
軽
作
業
と
授

産
施
設
と
の
連
携
を
視
野
に
入

れ
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

「
健
康
の
町
」
宣
言
を

し
た
木
次
町
に
学
ぶ

木
次
町
は
従
前
よ
り
「
健
康

農
業
」
に
取
り
組
み
、
低
農
業
、

低
科
学
肥
料
で
作
物
を
作
る
食

農
教
育
が
現
在
の
農
業
の
あ
り

方
や
町
づ
く
り
の
中
に
も
活
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
シ
ン
ボ
ル
的
農
業
施
策

と
し
て
「
食
の
杜
」
農
業
施
策

を
視
察
し
ま
し
た
。

木
次
町
で
は
、
行
政
が
農
業

問
題
を
基
本
柱
の
一
つ
に
位
置

付
け
、
次
世
代
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
町
内
で
生
産
さ
れ
た

農
作
物
を
学
校
給

食
を
通
し
て
食
教

育
が
実
に
見
事
に

実
践
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
づ
く
り
の

基
盤
に
農
業
・
自

然
環
境
を
定
着
さ

せ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
今
後
の
当
町

の
活
性
化
に
是
非

い
か
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

委
員
長矢
島
恵
子

島根県木次町食の杜農場視察



豊前市障害者生活支援施策
(文教厚生常任委員会)

石川県輪島市本町朝市通り(中心市街地特別委員会)

広島県神峯園ふれあい農園作業所
(中西部地域観光特別委員会)

鹿児島県伊集院川視察公共下水道事業
(経済建設常任委員会)

福岡市 「タラソ福岡」
(総務常任委員会)

PFI事業で

司‘• 

漢
字
が
面
白
い
。
酉
の
中
に
一
と
書
い
て
酉
、
今

年
の
干
支
で
あ
る
。
こ
れ
を
部
首
に
し
た
「
さ
け
」

に
関
わ
る
漢
字
が
多
い
。
酒
、
酌
、
町
、
酎
、
酸
、

酔
、
詐
な
ど
、
だ
か
ら
な
の
か
酪
町
し
て
の
ち
ど
り

足
。
子
ど
も
た
ち
の
「
読
解
力
」
の
国
際
比
較
で
、

前
田
よ
り
順
位
が
下
が
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
。
学
習

指
導
要
領
が
か
わ
り
、
学
校
現
場
に
も
影
響
が
出
そ

う
だ
。
「
読
解
カ
」
は
別
に
し
て
、
漢
字
の
多
い
文

書
は
読
ま
れ
な
い
と
一
吉
田
わ
れ
る
。
こ
の
議
会
だ
よ
り

も
そ
う
で
、
先
日
の
議
会
広
報
研
修
で
も
難
し
い
法

律
用
語
は
翻
訳
し
て
わ
か
り
や
す
く
と
。
例
え
ば

「
公
債
費
」
は
「
町
の
借
金
」
と
い
う
具
合
に
。
議

会
の
中
身
も
読
ま
れ
な
け
れ
ば
、
聴
か
れ
な
け
れ
ば

伝
え
た
い
こ
と
も
伝
え
ら
れ
な
い
。
議
会
に
つ
い
て

関
心
が
な
け
れ
ば
読
ま
れ
も
、
聴
か
れ
も
し
な
い
。

こ
の
狭
間
に
「
議
会
だ
よ
り
」
が
あ
る
。
法
律
用
語

に
漢
字
と
難
し
い
表
現
が
多
い
の
は
、
読
ま
れ
な
い

た
め
、
関
心
を
持
た
れ
た
く
な
い
た
め
な
の
か
と
患
っ

て
し
ま
う
。

条
例
を
岡
垣
町
の
一
言
葉
で
つ
く
る
(
制
定
〉
ち
ゅ

う
の
は
ど
げ
ん
か
い
な
。
ぞ
れ
の
ほ
う
が
、
わ
か
り

や
す
い
ち
ゃ
な
い
と
。

(
飴
国
{
呂

良
書
詩
)
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会
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